





1. はじめに： 深尾先生との出会い 
故深尾昌一郎先生に最初にお目にかかったのは，筆者が名大 M1 の冬（1980 年末）に当時駒場の東大
宇宙研での第 1 回 MAP シンポジウムの際に，指導教官田中浩先生から紹介して頂いてであった．まだ電離
式風速計開発のための室内実験開始早々で何も成果がない若僧に対し（学部・大学院と計 3 回も入試に失
敗した先の）京大の先生から頂いた激励は絶大であった．それでおこがましくも MU レーダーより先に成層圏
の重力波・乱流を実測するのだと必死で頑張り，2 年後の第 3 回シンポジウムで何とか最初の（軸受は改良し
たがまだプロペラ式の）風速計搭載大気球観測の速報を行った際には，先生の方から声をかけて頂いて再
度さらに大きな激励を受けた．そのお蔭で当初計画より遅れたものの電離式風速計の完成に漕ぎ着け，
1983～4 年に 2 回大気球観測にも成功して, 名大の所属研究室では初めて D3 の終わる前に学位論文を提
出できた．学振 PD を経て山口大にいた筆者を，わざわざ（御自分のみならず採用時推薦者松野太郎先生
（当時東大）にも依頼され）仁義を切りに山口まで来て下さった上で，京大 RASC に創設された「レーダー大
気物理学」研究室の講師として，元号が平成と改まった 1989 年に迎えて下さった． 









の結果（図 1 参照），Web of Science (WoS)統計対象の査読付国際学術誌掲載の 385 件の内，88%の 339 件




てくれた（その結果，例えば学振特別研究員 DC が 1998 年以前だけでも 5 学年連続で採用された）． 
深尾先生は，被引用数を稼げる欧米誌上の総合報告論文を書かれなかったため、他研究者に比して
WoS 総被引用数では損をされている（図 2）．被引用数上位 2 件となった（図 3 下参照）MU レーダーに関す
る 2 部作（Fukao et al., 1985a,b）も, 新開発機器による初期運用結果を新手法で解析した原著論文である．
勿論先生はプロジェクト代表者として常に（殆どグループ内全ての論文を網羅した）総合報告を書籍あるい
は日本の学会誌に出され，さらに大川出版賞受賞作で京大出版会初の第 2 版出版となった和文教科書（深








相互引用は除いていない）および h 指数（被引用数 h 件以上の論文が h 件あることを示す）（Web of 
Science, 2014 年 9 月 16 日現在，1980 年代以前や雑誌によっては漏れている論文場合がある）．
ResearcherID 個人ページ開設者はそれによるが，*は本講演者の検索によるもので不正確． 
 
図 3. 深尾教授を著者に含む査読付国際学術誌掲載論文（図 2 の 385 本）を, 雑誌別（上左），筆頭著者別
（上右）にしたもの，および被引用数の上位 10 件の内容（下； 二次被引用数と h 指数は，被引用件数に























図 5. 工学部電気電子情報系学生の研究室分属に際して配布していた深尾研紹介パンフレットの一例． 

























学技術賞（1994 年），島津賞（2002 年），文科大臣科学技術賞（2006 年）, さらに最高の栄誉であった紫綬褒
章（2008 年）の対象が工学的研究成果であったことに，先生はことのほかお喜びであったように思われる． 







おられる．先生最後の筆頭論文（Fukao et al., 2011）は気象関係の雑誌に出され，また福井工大でのプロファ
イラ導入・応用にも情熱を傾けておられたことは，先生の最後の思いの一端を示しているように思われる． 
 
4. 「レーダー大気物理学」的なプロジェクトの企画・推進： 夢をかたちに 
筆者は実は，今サンフランシスコの AGU の会場で，インドネシアの気象・気候に関する招待講演をやらせ
て頂く時間を待ちながら, この文章に手を入れている（相変わらず手が遅く心よりお詫び申し上げる）．図 1 








（2009～13 年度）も今年 3 月に終わり，筆者自身も大きな転機にある．後者の推進のため JICA 予算でジャカ
ルタ滞在中にあった EAR 10 周年行事でお目にかかったのが，先生との最後になってしまった．それでも博
物館や和食の店に御案内して，随分密度の濃いお話ができたのが，筆者にとってせめてもの救いである． 
  
図 6. 新プロの元となった 1988 年 9 月東大での会議冊子（左）, 準備段階の海外学術研究（ジャカルタ BPPT, 
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